
東京大学開設当時における体育 とスポーツ

に関する一考察
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明治維新は近代文化の発足点であった。そ して

明治初年の 日本 においては,欧米文明 をうけ入

れ,種 々の近代化がなされつつあった。

明治 5年から行われた学校制度,そ こでおこな

われたフィジカル・エデュケーションもその中の

一つであった。明治初年の日本の人々がこれを如

何にうけとめ,成長させてゆくかを当時の東京大

学,同予備門およびその前身である開成学校,大
学南校を通 して見ようとするのが本論の狙いであ

る。扱 う時期は明治 5年 (1872)ょ り明治 19年

(1886)ま での間である。

I 制度とその内容 一課業 としての体操一

明治 5年施行,翌 6年追加され た 学 制 の中に

は,大学では体操を行 う規定がない。 しかし東京

大学が大学として発足したのは図に見られるよう

に明治 10年であ り,当時 (5年)に お いては南

校,東校 (医学校),6年 4月 からは 東 京 開成学

校,東京医学校 と呼ばれていた。明7台 5年の文部

省年報によれば,東京開成学校 (神 田錦町三丁目一

番地ニアリ)4月 「運動所 ヲ置キ生徒 二体操 ノ技 ヲ

教ユ」とある。この当時の生徒 数 は 7級合 せて

231人であった。東京帝国大学 50年史によれば

同 5年 4月 の授業時間割 (学科課程)を掲載 してい

るが, 1週間に毎 日9時～ 9時 30分の 間を体操

の時間としている(第 1表参照)。

明治 6年の東京開成学校制定の専門学校入舎生

徒 日課表には夏季毎水曜日午前 (マ )ヽ4時～ 4時
30分の間水泳を行わせている。1)同年 10月 には

同校に天皇の行幸があ り,運動場における生徒の

体操を御覧になったという記録があり2), 更に 7

年の文部省年報には,「体操規則ヲ定メ生徒 ヲ分チ
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テ 4隊 トシ疾病事故アルニアラザ レバ閉課スルヲ

許サズ」とな つている。このように大学南校,東
京開成学校においてはその発足当時から課業 とし

ての体操を生徒に課 していたことが明らかである

が,それでは どのような考え方のもとにこれを課

し,それがどのような内容をもっていたかという

ことが問題 となる。これを次にのべてみたい。

明治 6年 3月 ,文部省から刊行された文部省雑

誌に次のような一文がある。「精 ヲ励ム ニ節限ア

リ。身ヲ養フニ方制ア リ,是 レ就学者ノ平生尤意

ヲ用フベ七事ナリ。別冊生徒養生ノ法ハ,東京開

成学校ニテ近来実地験効 ヲ見ルモノニシテ,現今
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生徒ノ病患二嬰ル者,前 日二此スレバ十其八 ヲ減

ジタリ……後略………」とあ り,別冊「生徒養生 ノ

法」なる文中には,食物,飲物に関する注意,そ
の他についてのべた後,「 … 生徒時 ヲ以テ身体 ヲ

運動スルハ最モ切緊ナルー事ナ リ。人 ノ食物大抵

ハ頭脳精神 ノ運為二由テ給耗シ去ル ト雖 ドモ,尚
其余分ハ全体筋骨 ノ運動 ヲ侯テ新陳交代スル事 ヲ

得ルナ リ。若シ之ヲ欠バ汚物体中二溜滞シテ終ニ

禍害 ノ基 トナル。故二運動ハ唯身体 ノ健康 ヲ保持

スルノミナラズ,叉精神 ヲ活漆ナラシムルニ必効

ア リ。………中略……故二日々時間ヲ定メテ運動 ノ

時限ハ食前一時或は食後二時ノ時 ヲ宜シ トス。夏

天 二水 ヲ泳グハ運動中ノ最モ有益 ノ事ニシテ身ノ

為 二効 ヲ奏スル事 亦 甚 多シ… …後略…… 」とあ

る。また明治 9年の開成学校生徒心得
3)の第一条

に「生徒タル者必ズ散歩,戯芸,体操等 フ為シ,

以テ身体 ノ運動 ヲ為スベシ,体操ハ教員ヲ附シ其

術 ヲ演習セシム」とある。

以上の引用文献により,最良の摂生法,養生法

としての体操乃至は運動であり,その為学校や文

部省も積極的にこれを行い,課業 の 中 に くり入

れ,教師を附 したものであろう。その前記の文部

省雑誌によれば「近来実地験効 ヲ見夕」とある。

ではこのような体操の内容はどんなものであっ

たろうか。明治 6年 4月 に南校樹中 (屋 内の意)

体操図なるものが刊行されている4)。  これは徒手

体操であって,医療体操の一種である。おそらく

これが一つの教材 として取 り上げられていたので

あろう。また前に述べた明治 6年 10月 の天皇行

幸の際生徒が行 った体操は行飛,手深,矢倉であ

ったとあ り,何らかの器具の用いたものもあった

ものと思われる。また当時の南校生徒の回顧談に

よれば,器械体操を行 っていた5)。

明治 10年 4月 ,東京開成学校と東京医学校を

併せ東京大学が発足すること なヽった。学制に定

められたように大学の教科課程の中には体操は合

まれていないが,同時に発足した大 学予備門 (大

学に進むべき生徒に予備学を授ける課程 として設置さ

れた)の教科課程の中には体操が含 まれ ている。

但 し予備門には体操の授業を行 う設備が全 くなか

ったので,当時新設された体操伝習所に生徒をお

くってこれを習わせるようにし,は じめのうちは

寄宿舎生にこれを課 し,漸時これを全門生徒に及

ぼそぅとした6)。

第2表 大学南校時間割

明治 15年には体操科は一般の教科課程の外に

副置され,正課の余1限を以て演習 させ る ことと

し,寄宿舎生は必修であり,通学生には適宜課さ

れてぃた7)。 同 17年以後においては時間割の中

に 1週 4時間の体操の時間があり,その内容は軽

運動及び歩兵操練であった8)。 同 19年 4月 から

予備門が第一高等中学校と改称され,文部省の直

轄となってからも,体操は週 3回で内容は兵式体

操を行 っていた9)。

以上のように,南校,東京開成学校,東京大学

予備門における教科課程乃至これに準ずるものと

しての体操の位置を年をおって史料にもとづいて

並べてみた。体操,或は運動が生徒達の日常生活

に必要欠 くべからざるものであるということは当

初からみとめられ,その故に正課またはこれに準

ずる副科 として用いられて来 た ことは 確かであ

る。その内容について充分明らかにし得ないこと

は残念である。明治 15年に至るまでは「生徒養
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イ

生ノ法Jに あるような趣旨のもとに行われ,その

ためあくまで主な対象を寄宿舎生においたもので

あった 。しかしこれ以後,その内容に歩兵操練と

か兵式体操 とか あゞらわれるようにな り,寄宿舎

生だけでなく全生徒を対象とするようになると情

勢は変ってくる。従来の「生徒養生ノ法」と違 っ

た何か 現ゞわれるのである。

明治 18年の文部省年報に次のような一文が出

てくる。すなわち,「 11月 18日 ,文部省達,第
13号 ヲ以テ体操伝習所修業員ノ採用方 ヲ府県ニ

達ス是兵式体操 ヲ兼修シタル体操科教員ヲシテ府

県立学校二普及セシメンカ為ナ リ。

また「12日 (11月 )兵式体操及 ビ軽体操教員養成

ノ要項 ヲ体操伝習所二達ス是兵式体操ハ菅二体力

ヲ発達スルノミナラス能ク秩序 ヲ守 り沈毅事 ヲ耐

フルノ慣習 ヲ養フ等体育中最モ必要 ノモノナルヲ

以テ今 ヨリ其教員タルベキモノヲ養成スルノ急務

ナルニ因ルナ リ。」

この二つの文章により,明治初年 と明治 18年

の学校の体操に対する考え方の変化,社会全般の

これに対する要求の変化をほ 推ゞ察できるのであ

る。同年には東京師範学校体育科中に,仮に兵式

体操が加えられ,叉同体操の指令者には全隊の精

神上に関係することを理由に帯 剣す る事 が許さ

れ,体操伝習所の兵式体操及び軽体操伝習員に限

り授業料が免除されている1° )。 参考までに当時文

部省においては,同年 12月 に大臣が大木喬任か

ら森有礼に更迭され,森文部大臣は,教育上奏文

案中で,当 時の学校体操科 につい て,「体操 ノ科

ロアルモ智者 卜丼馳セル能ハス云々」としてこれ

に改革の必要あることをのべていることを加えて

お く。11)

Ⅱ 各種スポーツの展開

体操 0運動を学生,生徒に行わせることは,学
制施行当初からの指導者達の必要とみとめるとこ

ろであった。これは前に述べた「生徒養生 ノ法」

から見ても明らかである。従 って教科課程にある

いは副科 として教師をつけて体操,運動をおこな

わせることもその一つであったが,こ れと同時に

授業の余1限にこれをおこなうことも奨励 した。最

も古くこれが見られるのは,明治 5年 4月 の南校

舎則であ り,こ れには正課後の二時間は体操及び

外出散歩の時間たるべきことを定めている。12)夏

季は 12時から,冬季は 2時からの 2時間がこれに

当てられている。また開成学校生徒心得にも同様

のことがあることは前にも述べたとお りである。

明治 10年に発足 した東京大学は専門的学問研究

の府であ り,研究者の養成の機関であって,こ の

教科中に体操を含むことはなかったが,なお養生

法としての運動を余1限 に行 うことは否定されたわ

けではなく,む しろ前記の趣旨の通 り必要とされ

たのであ り,東京大学における運動・体操はもっ

ぱら学生達が三々伍々余1限に行 うものを中′いとし

て盛んとなった。次に学生達の間で行われた種々

の運動について順にのべてみたい。

10水 泳

「生徒養生 ノ法」中に「夏天二水 ヲ泳グハ運動

中ノ最モ有益 ノ事ニシテ…… 」と特に推賞されて

お り,水泳は早 くから行われていた。即ち,明治

6年の寄宿舎生の日課表中に夏季 (6月 1日 から8

月31日 )午罰
)4時

から4時半まで は水泳 と定めら

れている。おそらく毎年恒例のこと、して水泳は

行われていたものであろうが,明治 11年 8月 中

の真砂新聞紙上に,東京大学の 3学部水泳教師大

橋寛吾が生徒と共に新大橋 と千住大橋の間の遠泳

を行い,同人と生徒の中の 7人が完泳 したと報ぜ

られている13)。
文部省年報によれば,明治 10年

代には学生・生徒の運動の為,本所千歳町渡船場

の中洲で毎 日7月 水泳を実習させ,同 18年 には

こゝに水泳所を設置 している14)。

2。  葺璽 会J

撃剣,柔道の教育上の適否は明治 16年,文部

省で問題 とな り,調査の末正課としては不適当で

あるが,従来の行きがか り上比較的行われ易いの

で正課の体操の行われ難いところで実施すれば利

があるとの結論を下 した15)。
東京大学では当時剣

術を行 っていた。すなわち,文部省年報の明治17

年 3月 の項には,同年 5月 ロンドンで開かれる衛

生教育博覧会へ出品するものとして,本学出版の

書籍一覧,年報,化学々生卒業論文抄略等々と共
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に学生生徒の体操用の弓術,剣術の具及びその演

習画図若干を 4月 に渉 り文部省に送ったという記

事があり,こ れを裏書 きするものとして,明治 9

年から 16年まで東京開成学校・予備門 0東京大

学に在学 していた三宅雪嶺の「大学今昔諄」中に

「撃剣道場として講議室を用いてはどうかとい う

論が出た時,撃剣が頭をうち脳を害するのではな

いかとい う疑間が出て,医学部のベルツにその可

否を問うたところ,差支えなく,大いにやるべ し

といわれ,榊原鍵吉を聘 し,その門弟達も来て,

盛に ヤー トーの声が 聞かれるようになった。」と

いう一節がある,そ してまたこれ に加 え,「 こ

れは上から(学校)奨励 したのか,下か ら思いたっ

たのか,自然に呼吸があったのか,特別に,体育

とい うを念としなくて, これに重きをおいたこと

になる。」 とのべている。 そして撃剣は大学が一

ツ橋から本郷に移ってからも奨励され盛んであっ

た。

水泳,剣術の二つは従来 (1日 幕時代)は武士のた

しなみ,修業 として行われて来たものが,近代の

学生の生活,学校の教育の中に,運動として復活

したものである。 しかし以下にあげるものは最初

から遊戯,或はスポーツとして外国からもたらさ

れたものであ り,そのため, 日本への伝来,技術

的指導等について,本文中で明確に指摘すること

は困難であって,こ れらについては従来の説によ

ることゝし,大学における展開についてのべてみ

たい。

3。 陸上競技

陸上競技は,陸上運動 と呼ばれ,明治 16年に

東京大学では じめて陸上運動会が行われた。この

時どのような種目が行われたかは明瞭でないが,

この 2年後,同 18年の運動会では,100,200,

800ャ ー ド,柵越競走,砲丸投,鉄槌投,高跳,

幅跳, クリケット投等があった。当時の在学生で

あった岸清一の伝記によれば,砲丸投に用いる砲

丸がなく,一学生が砲兵工廠に注文 して造らせた

といわれている。また当時は出発合図も原始的で

あ り,第一回の時には「イ ヽ力」「一二三」 と蝙

蝠傘を振 って合図し,後には銅羅を用いたといわ

れている。 これらの競技の指導は当時の予備門教

師イギリス人ス トレンデ(明治8年～22年在任)がそ

の基礎を造 り,同 18年 イギリス人 ノットが教師

として来任 し,彼も競技に趣味をもってこれを指

導 したといわれている16)。 明治 19年,東京大学

が帝国大学と改称されるが,同年に定められた大

学の通則には,毎年秋大学構内において陸上競技

運動を催すことを定めている17)。

4。 野球 (ベ ースボール)

野球は夕ヽ来スポーツの中で最も古 くからおこな

われたもの 一ゝつであり,当 時は未だ野球 とい う

訳語はなく “ベースボール"と 呼ばれていた。一

説では開成学校は野球伝来の地であるといわれて

いる。すなわち,外人教師のウィルソン(明治4年

8月 ～7年 8月 在任)及びマジエ ト (在任期間不明)

が開成学校の生徒に野球を教えたのがは じま りで

あるとい うのである。

前に述べた三宅雪嶺の「大学今昔諄」をもう一

度引いてみると,開成学校開設 したての時,外人

教師で運動を好むものがあり,こ れが教えてベー

スボール, クリケットという語がおこなわれた。

外国流の運動はウイルソン (数学受持)が世話 した

こともあるが,それよりはス トレンデが熱心に予

備門で教えた生徒が大学に入 って盛んにした。そ

して開設当時盛んだったベースボールは優等生が

外国留学 したため沈滞 し,予備門からの新入生に

より生色をとりもどしたとある。また当時の一在

学生の昔噺の一節に「 この頃,野球は最初に輸入

された時でアメリカから新たにボールを持 って来

たので広場でキャッチボールをやったのに仲間に

入れてもらったが今よりかたい球でグローブなど

つけず……今とちがって上手になげてバ ットに沢

山あてさせ面白く遊ぶとい う方だった」とある18)。

また当時の留学生牧野伸顕の回顧録には (明治4年

～7年留学), フィラデルフィアの学校で野球を盛

んにやったとあ り19),り
弔朝後,彼は明治 8年東京

開成学校に入学 している。米人ウィルソンの在任

期間は明治 4年 8月 から7年 8月 である。これら

を綜合すると開成学校 (或は南校)では じめてベー

スボールを教えたのはウィルソンであろう, しか
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し当時は未だ遊戯の域を出ず,明治 10年前後留学

生がこれに加わ り盛んになったものであろう。ベ

ースボールのチームができて,ゲ ームをおこなう

ようになったのは明治 17年頃 と思われる。すな

わち,明治事物起源には,明治 17年頃より工部

大学,法部大学,農科大学の生徒間に野球がおこな

われだ したが,ボ ールは手製,バ ットは有 り合わ

せの樫の棒という程度であ り,当時米国製の道具

を有 した新橋 クラブ (当 時の最古,最強チーム)に

到底対抗 し得なかったとある20)。 明治 19年 4月

大学予備門が第一高等中学校 となると,法学部,

工学部 (旧法科大学,工科大学)のベースボール会

を合併 し,始めて第一高等中学校野球部が創立 し,

後に一高野球部 として最強を誇るのである21)。

5.1曹脅廷 (ボ ー ト)

明治 10年,大学には 2隻のボー トがあった。こ

れは競漕用のものではなく捕鯨用のボー トのお古

を買ったものであった22)。 このボー トは当時バ ッ

テラと呼ばれ,学生達がこれを盛んに漕ぎ,同好

の人達が集ま り舟行組なる同好のクラブが出来て

舟遊びをしていた23)。 この舟行組は同 13年 7月

に解散 している。 しかし!曹艇を好んでおこなうも

のは絶えなかったらしく,明治 16年夏には,高

等師範の休操伝習所のボー トと大学のボー トが本

邦では じめての対抗 レースをおこない大学のボー

トが敗れた,こ の時の距離は 400メ ー トル弱であ

ったといわれる24)。 同年にはボー トが 2隻あ り,

学生の間でボー ト熱が高まってきたので,こ のボ

ー トの使用をめく
゛
っての貸付規定が出来ている。

す な わ ち 同年の文部省年報によれば,10月 12

日,走何貸付規定として,10カ 条からなる規定が

ある。主なものをひろうと,第 3条走何 ノ貸付 ヲ

願ハン ト欲スル者ハ予メ走何組合ヲ立テ願書二組

合総員 ノ姓名簿相添へ其旨教務課へ願出ヅベシ,

第 4条走何組ハ本条規二準拠シ其申合規則ヲ定メ

走莉貸付出願 ノ節併セテ其認可ヲ請フベシ,但該

規則ヲ改正変更スル時亦本条二準シテ認可ヲ請フ

ベシ,第 5条走何組ハ組合員中ヨリ3名以上 ノ販

締ヲ撰定シ組合中一切 ノ事務 ヲ取扱ハシムヘシ,

第 6条組合外 ノ学生,生徒ヨリ新二走何組二加入

セン事 ヲ請フ時ハ之ヲ拒ム事 ヲ得ス,第 9条走何

貸付中其附属品ヲ損失スル時ハ走何組合二於テ自

費 ヲ以テ速二之 ヲ修繕シ若 クハ新調スヘシ,但本

条 ノ修繕新調 ノ費用二充テンカ為二予メ相当ノ金

額 ヲ組合総員ヨリ蘇集シ置クヘシ,等であ り。こ

れによって同年から翌 17年 3月 までに,MBC,
RC, SRC, ORC, PRC, とぃ ぅようなボー トク

ラブが濫立 し,同年秋には新たに 3隻のボー トが

学生職員の寄付で建造された。同 17年 10月 18

日には東京大学走何組競漕会がおこなわれた25)。

翌年には同競漕会は春,秋の 2回 におこなわれる

こと なヽ り,明治 19年帝国大学の通則には,陸
上運動会と同様に,毎年春に競漕大会をおこなう

こと 定ゝめられ,翌 20年 4月 から毎年おこなわ

れるに至った。走何組は大学端艇部の前身であり

明治 18年には横浜の外人クラブとは じめて対外

レースをおこなっている。このように漕艇は同好

クラブの集ま りから,遂には全学を網羅する組織

をもつに至 り,その競漕会は満都の耳目を集める

程であった。

III スポーツの成長

1。 運動会の設立

明治 19年,帝国大学令が公布され,東京大学

は帝国大学と改称された,同年に出された帝国大

学分科 大学通則中に遊嬉運動に 関する規程があ

る。帝国大学における運動の姿を見るために,こ
の条文を引用 してみよう。

第九条遊嬉運動に関する規程

大学構内の中央に位する庭園を以て学生遊嬉

運動の地 とす,其装置結構猶未だ完全ならずと

雖も戸外運動の要具等を設置せんとし,既に其

計劃に着手せ り,工科大学に於ては其近傍に広
´

潤の運動場ありて体操器具を整備す,学生等相

謀 り帝国大学運動会を設立 し,其規則を定め総

長を推 して其会長の任に充つ本学に於ては毎年

若干の金額を支出して其常備器品等の購入費を

補助す経常費用の如きは会員及会員外教授其他

職員の寄付金を以て之を支弁す,教授其他本学

の職員及大学院分科大学の学生及卒業生撰科生
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徒は会員たるの権利を有す,毎年春秋二回大会

を開き大学構内に於て陸上競技運動及び墨田川

の上流に於て競漕を演ず,此会に於ては内外朝

野の貴賓を招待 して其観覧に供す。…後略…26)

以上のように当時の最高学府であ り,研究の場

所である帝国大学でも,運動は重要視され,ま た

学生達の間でもこatJを愛好するものが多からたこ

とがうか わゞれ,運動会というような名称で呼ば

れる全学を網羅するスポーツの愛好者の団体が生

まれている。そしてこの会によってスポーツの行

事がすすめられていったわけである。運動会は,

東京大学時代に前章でのべたような各種のスポー

ツを盛んにおこなっていた 学生の 同好の クラブ

(例 えば走胴組のような)が母胎 となって生まれ出た

ものである。このような組織のできたことは,ス
ポーツそれ自体の成長であって独 リー大学にとっ

て画期的な出来事であるだけでなく, 日本の体育

史上にとっても,ま た一つの画期である事は疑い

ないことである。参考までに,こ の当時の会員数

は 5～6百人,会費は 1人 30銭 でぁった。

2。 スポーッ観

大学南校,開成学校当時から,健康,身体のため

であるという理由で,運動は奨励され,そ のため体

操には教師を付 してこれを指導せ しめ,体操は正

課の時間割に組み入れられていた。そして明治10

年以後には大学予備門で教科課程の一つとして体

操が含まれていた。そして10年代の末からこの体

操の内容に歩兵操練とか,兵式体操が入 り当初の

目的とはや 違ヽ った意義をもってくる。 しか し,

当初の運動に対する奨励は,一方においては学生

生徒達が個々に行 う諸運動を盛んにし,第 2章に

のべたような種々の運動が学生生徒の間で盛んに

おこなわれるようになり,明治 10年代に入ると,

運動の同好会組織も生まれてくる。そしてこのよ

うな組織が運動会として結実するのである。この

ような成長 した段階になると,運動をするものや,

学校の当局者の運動に対する考え方も当然変 って

くる。運動会設立当時の総長,すなわち運動会々

長である渡辺洪基が,明治 20年 4月 16日 の第

1回帝国大学競漕会における訓辞中の一節を引用

しよう。「前略…其運動たる特に 身体の健全を計

るのみならず,其の方法の専 ら学理によるべきは

論なく,此に因て以て彼の発育と衛養との権衡を

保 し自ら智仁勇の徳性を養成するの効果を得んを

期するを要す,荀も此意を寓するものあらざるも

のに於ては夫の野郎部夫の徒に闘腕角低するもの

と将亦た何ぞ 択ばむ…後略…J27)健康法,養生法

よりも更に進んで,そ の積極的意義をみとめてい

るのである。更に,運動にうちこむ学生の側に立

って見よう,年代的にはや 下ゝるが,明治 25年
,

同じく帝国大学競漕会の際, レースの勝敗に関 し

て不祥事がおこった。この時,こ れを評 した法学

士島田剛太郎の ′′大学運動会の一員 として一言を

述べ,先輩諸君の教を乞ふ″なる一文がある。今

その 一節をみよう。「…。前略…気風の涵養に勉め

運動を以て気象養成の一手段 となし,身体を健か

にし,手足を壮にするが如きは偶然の結果たるに

止ま りしなり。是実に運動の真面目にして殊に大

学の運動の如きは此高尚なる感念を保有せざるベ

からず。我輩の先輩に聞く所此の如 く,我輩の運

動に従事する此の如 く,我輩の相戒むる所此の如

くな り。…中略…諸氏の挙動は運動家たるに背か

ざるや 否や。Jと ある28)。 身体を健かにし手足を

壮にするが如きは偶然の結果にすぎなかったとは

や 極ゝ端な言い方のようであるが,当 時運動に従

事 していたものが独 りこの筆者だけでなく,こ の

ような考えをもってい たことは 注目すべきであ

り,特に「運動家Jと い う観念とこれに対するプ

ライドがうか わゞれること,そ して運動家とは気

風の涵養に勉め,運動を以て気象養成の一手段と

していることは重視すべきである。こういった点

で精神的にもスポーツ の成長が 見られるのであ

る。

Ⅳ 結  語

以上のように非常に大まかにではあるが,明治

5年以来,開成学校,大学南校,東京大学,同予

備門,帝国大学においておこなわれた体育とスポ

ーツに関 して年代順に追 ってきた。体育,ス ポー

ツの導入に当っては,明治 6年の″生徒養生 ノ法
″

‐
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にあるように,養生法 として,具体的に云えば精

神活動を休めるために運動させる。運動自体の中

には身体の健康を保持するとい う意義のみを求め

ているのである。そして この 路線に 沿って奨励

し,規定を定め,制度の中に入れていった。この

限 りにおいては,学校の課程 としておこなわれた

体操 も,生徒が時としておこなう運動遊戯も同じ

意義をもったものであった。 しかしその後,ス ポ

ーツの展開と共に健康法,養生法のために学生,

生徒がイ固々におこなうとい う域を脱 し,明治の 10

年代を経て,ス ポーツは,組織においても,ま た

おこなう者の目的からいっても独自の成長をする

にいたるのである。一方では正課にとり入れられ

た体操科も明治 16017年 を境として,第Ⅱ章で

のべたような内容を含むものに変ってゆき,こ れ

も矢張 り健康法,養生法と違 った意義を有 してく

る。そしてこの両者は,単に学校の授業でおこな

うものと課外でおこなうものという場面の相違で

なく,進路の異ったものとして展開 してゆくので

ある。
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